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報告書       令和 5 年度 新駅・⾃由通路整備検討業務委託（医⼤・周辺まちづくり検討事業（都づくり）） 

3-1-2 予測年次とケース 

 

現況再現と将来予測の年次および検討ケースは以下のとおりである。 

 

現況再現  平成27年(2015年)  ※コロナ禍前 

       ⇒実際の駅乗降人員、駅間通過人員の再現性確認 

 

暫 定 形  令和13年(2031年)  ※新駅供用時・新駅西側まちづくり整備段階 

      ①新駅あり・まちづくり(西側)整備あり 

      ②新駅あり・まちづくりなし 

      ③新駅なし・まちづくりなし 

 

完 成 形  令和23年(2041年)  ※新駅東側まちづくり整備段階 

      ①新駅あり・まちづくり(西側＋東側)整備あり 

      ②新駅あり・まちづくりなし 

      ③新駅なし・まちづくりなし 

 

現況再現の年次は人口指標の基礎データが揃っている国勢調査年とするのが一般的である。直近の

国勢調査は 2020 年であるが、コロナ禍の影響を受けて交通需要が大きく減少している。これを現況

とすると将来予測にも影響を与えるため、本予測の現況再現年次は 2015 年とした。 
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3-2-2 駅乗降人員 

 

(1) 新駅設置・まちづくり（西側）整備段階（2031年）の予測結果 

医大前新駅の乗降人員は、まちづくりありの場合約 90百人/日、なしの場合も約 90百人/日と予測

された。 

人口減少及び医大前新駅への転移により、既設駅の乗降人員は、八木西口駅は半減、畝傍御陵前駅

は 26%減、大和八木駅は約 14%減と予測された。 

新駅の設置効果として、周辺 10 駅合計の乗降人員は約 8.8%増と予測された。 

 

表3-2-1 駅乗降人員の予測結果（新駅設置・まちづくり（西側）整備段階、2031年） 

 

【考察】 

・2031 年時点ではまちづくりによる発生集中量の影響がわずかであるため、まちづくりの有無による

大きな差はみられなかった。 

・新駅設置による駅勢圏の変化で乗降減となる駅は、大和八木、八木西口、畝傍御陵前、耳成の 4駅

で、その他の駅は新駅発着の利用増（他交通機関からの転換等）により乗降客数の増加がみられ

た。 

 

 

  

(百人/日)

駅名 現況再現 将来予測
新駅 × ○ ○ ×

まちづくり × 西側:○ 東側:× 西側:× 東側:× 西側:× 東側:×

記号 (A) (B) (C) (D) (B/A) (C/A) (D/A) (C/D)
307 263 264 288 85.7% 85.9% 93.9% 91.5%
64 32 32 46 50.0% 49.7% 71.7% 69.3%

－ 90 90 － 143.0% 143.0% 84.4% 169.4%
45 33 33 46 74.0% 74.7% 102.5% 72.9%

167 158 158 141 94.6% 94.8% 84.1% 112.6%
33 30 29 28 89.7% 87.2% 85.1% 102.5%
30 26 26 26 85.2% 86.0% 84.4% 102.0%
56 51 51 49 92.0% 92.4% 88.3% 104.7%
47 38 38 38 81.1% 81.0% 82.4% 98.3%
52 52 52 49 99.2% 99.0% 93.1% 106.3%

800 772 772 710 96.5% 96.6% 88.8% 108.8%
(注)「医大前新駅」の伸び率は「八木西口」「医大前新駅」「畝傍御陵前」を和した値で算定

10駅計

橿原神宮前
橿原神宮西口

坊城
真菅
耳成

新ノ口

伸び率

大和八木
八木西口

医大前新駅
畝傍御陵前

2031年予測【新駅設置・まちづくり(西側)整備段階】
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(2) まちづくり（東側）整備段階（2041年）の予測結果 

医大前新駅の乗降人員は、まちづくりありの場合約 84百人/日、なしの場合約 80 百人/日と予測さ

れた。 

人口減少及び医大前新駅への転移により、既設駅の乗降人員は、八木西口駅は半減以下、畝傍御陵

前駅は約 35%減、大和八木駅は約 28%減と予測された。 

新駅の設置効果として、周辺 10 駅合計の乗降人員は約 8.8%増と予測された。 

 

表3-2-2 駅乗降人員の予測結果（まちづくり（東側）整備段階、2041年） 

 

【考察】 

・東側のまちづくり整備完了による人口増の影響よりも、周辺の全体的な人口減少の影響の方が大き

く、まちづくりありのケースでも 2031 年の乗降客数より減少した。 

・新駅周辺のまちづくりにより生じる発生集中量（人数）は、ほとんどが単純に増加したのではな

く、大和八木など奈良県内の周辺各地を出発地・目的地としていたものが移動してきていると考え

られる。つまり、新駅周辺まちづくりが無ければ、元通り周辺駅を利用することとなる。そのた

め、まちづくりが無い場合（上表 C）の新駅以外の乗降客数は、まちづくりありの場合（上表 B）

に比べて微増している。その結果、周辺 10駅のトータルでは、まちづくり無しの方が約 100 人/日

多い結果となった。この理由としては、新駅周辺に元々居住している人が、まちづくりにより近所

で用事を済ませることができるようになり、電車を利用する必要がなくなった分と考えられる。 

・新駅設置による駅勢圏の変化で乗降減となる駅は、大和八木、八木西口、畝傍御陵前、耳成の 4駅

で、その他の駅は新駅発着の利用増（他交通機関からの転換等）により乗降客数の増加がみられ

た。 

 

 

  

(百人/日)

駅名 現況再現 将来予測
新駅 × ○ ○ ×

まちづくり × 西側:○ 東側:○ 西側:× 東側:× 西側:× 東側:×

記号 (A) (B) (C) (D) (B/A) (C/A) (D/A) (C/D)

307 222 225 247 72.3% 73.3% 80.6% 90.9%
64 26 27 39 41.6% 42.6% 62.0% 68.7%

－ 84 80 － 129.2% 126.2% 74.6% 169.0%
45 29 30 41 64.8% 66.7% 92.8% 71.9%

167 137 137 122 82.0% 82.1% 73.1% 112.4%
33 25 26 25 76.5% 77.0% 73.9% 104.2%
30 23 23 23 75.8% 76.7% 75.8% 101.1%
56 45 45 43 80.7% 81.2% 77.3% 105.0%
47 32 33 33 69.8% 70.4% 71.1% 99.0%
52 45 45 42 85.7% 85.7% 80.4% 106.5%

800 669 670 616 83.6% 83.7% 77.0% 108.8%
(注)「医大前新駅」の伸び率は「八木西口」「医大前新駅」「畝傍御陵前」を和した値で算定

耳成
新ノ口
10駅計

畝傍御陵前
橿原神宮前

橿原神宮西口

坊城
真菅

2041年予測【まちづくり(東側)整備段階】
伸び率

大和八木
八木西口

医大前新駅
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